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■設定来の基準価額の推移
• 基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的にご負担いただくことになりますので、
作成基準日現在、純資産総額に年率1.948%程度を乗じて得た額となります。

• 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。
• グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。
■騰落率
• 騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。参考指数の騰落率は、当該日前営業日の現地終値を基に算出し
ております。

• 分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。
• 参考指数は、S&P500トータルリターン指数（米ドル建て）です。
• 参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。
■最近5期の分配金の推移
• 分配金は1万口当たり、税引前です。運用状況等によっては分配金額が変わる場合、或いは分配金が支払われない場合があります。
■ポートフォリオ構成比率
• 構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

米国ネクストビジョンファンド
（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

追加型投信／海外／株式
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設定来の基準価額の推移

ファンドの運用実績 － 為替ヘッジあり

騰落率

最近5期の分配金の推移 ポートフォリオ構成比率

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 1

2024年8月30日現在

純資産総額基準価額 (1万口当たり)

45.6億円8,969円

設定来3年前1年前6ヵ月前3ヵ月前1ヵ月前

▲10.31%－18.59%▲0.88%1.20%3.01%分配金再投資基準価額

28.67%－25.68%11.06%7.17%3.00%参考指数

98.0%
JPモルガン・ファンズ-USテクノロジー・ファンド
（Iクラス）（円建て、円ヘッジ）

0.2%マネー・リクイディティ・マザーファンド

1.8%短期金融商品・その他
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ファンドの運用実績 － 為替ヘッジなし

設定来の基準価額の推移

騰落率

最近5期の分配金の推移

■設定来の基準価額の推移
• 基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的にご負担いただくことになります
ので、作成基準日現在、純資産総額に年率1.948%程度を乗じて得た額となります。

• 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。
• グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。
■騰落率
• 騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。
• 分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。
• 参考指数は、S&P500トータルリターン指数〔円換算後〕です。
• 参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて算出しております。
• 参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。
■最近5期の分配金の推移
• 分配金は1万口当たり、税引前です。運用状況等によっては分配金額が変わる場合、或いは分配金が支払われない場合があります。
■ポートフォリオ構成比率
• 構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

ポートフォリオ構成比率

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 2

2024年8月30日現在

純資産総額基準価額 (1万口当たり)

577.0億円13,004円

設定来3年前1年前6ヵ月前3ヵ月前1ヵ月前

30.04%－24.76%▲2.10%▲5.39%▲2.83%分配金再投資基準価額

63.83%－24.47%6.74%▲1.00%▲2.16%参考指数

0 円2022/04/18

0 円2022/10/17

0 円2023/04/17

0 円2023/10/17

0 円2024/04/17

0 円設定来合計

98.0%
JPモルガン・ファンズ-USテクノロジー・ファンド
（Iクラス）（円建て）

0.2%マネー・リクイディティ・マザーファンド

1.8%短期金融商品・その他
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組入上位10銘柄

JPモルガン・ファンズ － USテクノロジー・ファンドの状況（1）

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 3

※EPS推移は、2024年以降は予測値です。
※比率は、「JPモルガン・ファンズ－USテクノロジー・ファンド」のポートフォリオに対する割合です。
※業種は、J.P.モルガン・アセット・マネジメント独自の分類です。
※J.P.モルガン・アセット・マネジメントのデータおよびBloombergデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成しております。

株価推移（直近1年、日次）
（単位：米ドル）

EPS推移（暦年）
（単位：米ドル）

比率
国・
地域

業種銘柄名

5.0％アメリカ半導体エヌビディア1

エヌビディア（NVIDIA Corporation）はテクノロジー企業。
科学的計算、AI（人工知能）、データサイエンス、自動運転車、
ロボット工学、メタバース、3Dインターネットアプリケーショ
ンのためのプラットフォームの開発に従事。PCグラフィック
にも注力する。世界各地で事業を展開。

5.0％アメリカ
インター
ネット

メタ・プラットフォームズ2

メタ・プラットフォームズ（Meta Platforms, Inc.）はソー
シャルテクノロジー会社。ユーザーをつなぎ、コミュニティを
見つけ、事業の成長を支援するアプリケーションおよび技術
を構築する。広告、拡張機能化、仮想現実も手掛ける。

4.2％アメリカ
ソフト
ウェア

オラクル3

オラクル(Oracle Corporation)はソフトウエアメーカー。
企業の情報管理用ソフトを手掛ける。製品はデータベースや
リレーショナル・サーバー、アプリケーション開発および意思
決定支援ツール、業務用アプリケーションなど。

3.5％アメリカ
インター
ネット

ネットフリックス4

ネットフリックス（Netflix, Inc.）はインターネットメディア･
サービス会社。加入者に向けてストリーミングサービスを配
信。インターネット接続端末で各種テレビ番組、映画、アニメ、
ドキュメンタリーを提供する。世界各地で事業を展開。

3.5％アメリカ
インター
ネット

アルファベット5

アルファベット（Alphabet Inc.）は持株会社。子会社を通じ、
ウェブベースの検索、広告、地図、ソフトウエア・アプリケー
ション、モバイルオペレーティングシステム、消費者コンテンツ、
業務用ソリューション、eコマース、ハードウエア製品などを提
供する。

2024年8月30日現在

（組入銘柄数 58）
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※EPS推移は、2024年以降は予測値です。
※比率は、「JPモルガン・ファンズ－USテクノロジー・ファンド」のポートフォリオに対する割合です。
※業種は、J.P.モルガン・アセット・マネジメント独自の分類です。
※J.P.モルガン・アセット・マネジメントのデータおよびBloombergデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成しております。

JPモルガン・ファンズ － USテクノロジー・ファンドの状況（2）

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 4

株価推移（直近1年、日次）
（単位：米ドル、TSMCは台湾ドル）

EPS推移（暦年）
（単位：米ドル、TSMCは台湾ドル）

比率
国・
地域

業種銘柄名

3.4％台湾半導体
台湾セミコンダクター
(TSMC)

6

台湾セミコンダクター(TSMC)(Taiwan Semiconductor
Manufacturing Company, Ltd.）は半導体メーカー。ウ
エハー製造、プロービング、組み立て、検査のほか、マスクの
製造、設計サービスを提供する。同社の集積回路（IC）はコン
ピューター、通信機器、消費者向け電子製品、自動車、工業機
器の各産業で使用される。

3.3％アメリカ
ハード
ウェア

テスラ7

テスラ（Tesla Inc.）は多国籍自動車・クリーンエネルギー会
社。電気自動車、家庭から送電するための蓄電装置、太陽光
パネル、ソーラールーフタイル、関連製品とサービスの設計・
製造を手掛ける。独自の販売網を保有し、電気パワートレイン
部品を他の自動車メーカーに販売する。

3.0％アメリカ
インター
ネット

アマゾン・ドット・コム8

アマゾン・ドット・コム（Amazon.com, Inc.）はオンライン小
売会社。多岐にわたる製品を販売する。書籍、音楽、コン
ピューター、電子機器、その他多数の製品を販売。顧客別にカ
スタマイズされたショッピングサービス、ウェブ上でのクレ
ジットカード決済、および顧客への直接配送を手掛ける。世
界各地でクラウドプラットフォーム・サービスも提供。

2.9％アメリカ
ソフト
ウェア

シノプシス9

シノプシス（Synopsys, Inc.）は電子設計自動化ソリュー
ション提供会社。世界のエレクトロニクス市場に供給する。設
計テクノロジーを高度IC、電子システム、システム組み込み型
チップなどの開発業者に提供する。コンサルティングや支援
サービスも手掛け、設計工程全般にわたる効率化や早期商品
化を支援する。

2.9％アメリカ
ソフト
ウェア

サービスナウ10

サービスナウ（ServiceNow, Inc.）は企業向け情報技術
（IT）管理ソフトウエアメーカー。企業運営のデジタルワークフ
ロー管理を支援するクラウドコンピューティング・プラット
フォームの設計、開発、販売を手掛ける。世界各地で事業を展
開。

2024年8月30日現在

（組入銘柄数 58）
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JPモルガン・ファンズ － USテクノロジー・ファンドの状況（３）

組入上位10業種 企業規模（株式時価総額）別構成比率

※時価総額の区分は、本資料独自のものです。また、将来変更さ
れる場合があります。

※比率は、「JPモルガン・ファンズ－USテクノロジー・ファンド」の
ポートフォリオに対する割合です。小数点第2位を四捨五入して
いるため、合計が100%にならない場合があります。

※業種は、J.P.モルガン・アセット・マネジメント独自の分類です。

※J.P.モルガン・アセット・マネジメントのデータを基にＳＢＩ岡三
アセットマネジメントが作成しております。

※上記は、個別銘柄の推奨を目的として示したものではなく、当該銘柄の株価の上昇および投資先ファンドへの組入れを保証するものではありません。
また、組入銘柄すべてのニュースを網羅しているわけではありません。巻末の＜ご注意＞をご確認ください。

（出所）各種報道等

※市場環境等についての評価、分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 5

組入上位10銘柄の主なニュース

2024年8月30日現在

比率業種

33.0%ソフトウェア1

30.9%半導体2

23.7%インターネット3

4.1%ハードウェア4

3.6%データ/通信5

3.1%サービス・プロバイダー6

1.6%ITサービス7

－－8

－－9

－－10

比率企業規模

66.1%大型株 （500億米ドル超）

24.8%
中型株 （100億米ドル以上 –

500億米ドル以下）

9.1%小型株 （100億米ドル未満）

2024年8月

ニュース銘柄日付

2024年4-6月期決算において売上高は前年同期比10％増の1479.7億
米ドル（約22兆円）、営業利益は同91％増となる146.7億米ドル(約2.1兆
円)と増収増益となった。売上高が市場予想に届かなかった一方で、営業利
益の大半を稼ぐアマゾン・ウェブ・サービス(AWS）の売上高は市場予想を上
回り、クラウド事業の成長は好調を維持した。

アマゾン・ドット・コム8月1日

2024年7月の売上高は前年同月比44.7％増、前月比23.6％増の
2569.5億台湾ドル(約1.2兆円)と、単月の売上高としては過去最高を更新。
生成AI向け半導体やスマートフォン向け先端半導体の販売好調が寄与。テク
ノロジー関連株が下落し、AIテクノロジーの可能性に対して一部懐疑的な見
方が高まる中、AI半導体への旺盛な需要を確認する結果となった。

台湾セミコンダクター(TSMC)8月9日

傘下のグーグルがＡＩ搭載の新型スマートフォン「Pixel9シリーズ」を発表し
た。これらのスマートフォンにはグーグルの生成ＡＩ「ジェミニ」を利用した
「グーグルアシスタント」の更新版が搭載されており、カメラ機能や検索機能
が大幅に強化されている。アップルに先駆けての新作発表となり、AI機能を
前面に押し出した商品発表となった。

アルファベット8月13日

2024年の広告の先行販売契約が前年比で150%増加したと発表。広告付
きプランの導入やユーザーによるアカウント共有対策などが奏効している。
同日の米国株式市場で同社株は約３年ぶりに上場来高値を更新した。

ネットフリックス8月20日

2024年5-7月期の売上高は前年同期比13%増の15.2億米ドル(約
2230億円)、1株当たり利益(EPS、非GAAPベース)は27%増の3.43米
ドルといずれも会社想定を上回った。半導体の自動設計(EDA)ツールとデ
ザインIP(知的財産)部門が成長を牽引。2024年通期の売上高成長率を約
15%と想定している。

シノプシス8月21日

2024年5-7月期決算は、売上高が前年同期比2.2倍の300.4億米ドル(約
4.4兆円)、純利益が同2.7倍の165.9億米ドル(約2.4兆円)と共に市場予
想を上回った。一方、2024年8-10月期の売上高見通しは前年同期比8割
増ながらも概ね市場予想並みとなり、株式市場の反応は慎重なものとなった。
また、500億ドルの自社株買いを承認したことも発表した。ジェンスン・フア
ン最高経営責任者（CEO）は声明で「次世代半導体への期待が信じられない
くらい強まっている。生成AIは、全ての産業に革命をもたらすだろう。」と述
べた。

エヌビディア8月28日
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ファンドマネージャーのコメント
※以下は、当ファンドが高位に組入れております「JPモルガン・ファンズ－USテクノ
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<投資環境>

8月の米国株式市場は前月末比で上昇しました。月初は7月の米雇用統計が軟調だったことを受けて景気減速

懸念が急速に織り込まれ、下落しました。その後中旬にかけては、株式市場は落ち着きを取り戻し、底堅い7月米

小売売上高などを受けて景気減速への過度な警戒感が後退したほか、7月米消費者物価指数（CPI）等でインフレ

鈍化が示されたことが好感され、上昇しました。下旬は、世界の主要中央銀行幹部などが出席する経済シンポジ

ウムであるジャクソンホール会議におけるパウエル米連邦準備制度理事会（FRB）議長の発言を受けて9月の利

下げ開始が意識されたものの、市場では既に織り込まれていたこともあり概ね横ばいで推移しました。

8月のドル/円相場は、市場予想を上回る米雇用統計の悪化を受けてFRBによる大幅な利下げ観測が台頭した

ことで、円売りポジションの解消が加速し、ドル/円は大きく下落して始まりました。その後、日銀高官が追加利上

げに慎重な見方を示したこともあり、ドル/円は下落幅を縮小する動きとなりました。しかし、下旬には、ジャクソ

ンホール会議において、パウエルFRB議長が利下げに前向きな姿勢を鮮明にしたことなどを背景に、ドル/円は

再び軟調な動きとなりました。

<運用経過>

8月は、ソフトウェアセクターや半導体セクター、インターネットセクターを中心とするポートフォリオを維持しまし

た。セクター別では、一般消費財・サービスセクターや金融セクターにおける銘柄選択がプラスに寄与した一方、情

報技術セクターにおける銘柄選択がマイナスに影響しました。個別銘柄では、動画配信サービスを手掛ける企業

などへの投資がプラスに寄与した一方で、データ分析企業などへの投資がマイナスに影響しました。

<今後の運用方針>

長期的なイノベーションと変革の流れは活気づいており、引き続き技術の進歩と、様々なセクターにおける普及

に着目しています。生成AIに対する期待が追い風となっており、恩恵を受けるであろう銘柄への投資を継続する

ことで、収益獲得を目指します。セクター別では、半導体セクターに引き続き注目しています。半導体セクターは

AI活用に必要なインフラ投資の恩恵を受けると考えます。一方、コンピューターサービスセクターについては引き

続き慎重なスタンスをとっています。

インフレ鈍化と経済成長見通しの改善を背景としたソフトランディングに向けた楽観論への懐疑的な見方が台

頭する中、米国においては、米大統領選や政策金利動向、地政学リスクが高まる可能性などを考慮し、2024年

に経済が景気後退に傾くリスクは依然残ると見ています。引き続き確信度の高い銘柄に焦点を当て、魅力的な投

資機会の追求に努めます。
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ファンドの特色（1）
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ファンドの特色（2）

投資リスク（1）
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投資リスク（2）
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お申込みメモ
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ＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社 （ファンドの運用の指図を行います。）委 託 会 社

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第370号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

三井住友信託銀行株式会社 （ファンドの財産の保管及び管理を行います。）受 託 会 社

委託会社および関係法人の概況

ファンドの費用
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受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱い、解約請求
の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社には取次証券会社が含まれる
場合があります。

販売会社について

<ご注意>

• 本資料はSBI岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡しし
ますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますようお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所に
つきましては「販売会社について」でご確認ください。

• 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。また、
税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示すものではありません。

• 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針通りの運用が行われない場合も
あります。

• 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。

加入協会

登録番号商号
一般社団法人

第二種金融商品
取引業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

日本証券業
協会

（金融商品取引業者）

○○○○関東財務局長（金商）第53号岡三証券株式会社

○関東財務局長（金商）第169号岡三にいがた証券株式会社

○四国財務局長（金商）第1号阿波証券株式会社

○東海財務局長（金商）第22号三縁証券株式会社

○○関東財務局長（金商）第170号株式会社証券ジャパン

○四国財務局長（金商）第2号愛媛証券株式会社

○関東財務局長（金商）第72号三晃証券株式会社

○○東海財務局長（金商）第18号野畑証券株式会社

○関東財務局長（金商）第154号武甲証券株式会社

2024年8月30日現在

※岡三証券株式会社は、一般社団法人日本暗号資産取引業協会にも加入しております。


